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カリキュラム改正に伴う本校の教育方針
看護専門学校　○福岡笑子　長田　野中　吉岡　黒坂　磯田
　1　はじめに
　　この度、20年ぶりに看護教育カリキュラムが改正
され・平成2年4月よ締約されることになつな嬉
正のねらいは滴度化す鷹療に対応できる醐
や・賜能なさら回麺蟹能力を躰刎る教育
の必要性によるものである。そこで、次のような基本
的↑声講瓢轟行う．（繍瀟ぢ撫，
　　2）高齢化社会にむけ老人に対応できるよう、継続
　　　看護、在宅看護を盛り込む。
　　3）病院医療のみでなく、瞬礫的購を
　　　重視する．　擁一噺）
　　4）実習は、直接に患者に接する実習とする。
　　5）その他、老人看護を独立して設ける。地域や各
　　　学校の特殊性を生かす。カリキュラム上は男女
　　　の区別をなくする。
　以上のような考え方に則って、本校では1989年
4月にカリキュラム検討委員会を発足させ、カリキュ
ラム作成の基本的な学習から始めた。夏休みは教員全
員で合宿研修を行い教育目標と教育内容を抽出した。
まだ検討中ではあるが今回は、本校の教育方針につい
て述べる。
2　本校の教育の特色
　1）特に盛り込みたい内容として、次の3点をあげ、
　　本校の特色とした。
　①自主自学　　　＿
　②対象であ　！VH　統合的に理解する能力
そ鱗響騨雛灘碧知識の伝達
2）主概念・定義・下位概念を表1の通りとした。
（表1）　主概念・定義・下位概念
人
間
社
会
健
康
看
護
学
習
定　　義
　ライフサイクルの各段
階において、基本的欲求
に動機づけられ自己実現
に向かう存在。
　個人・家族・集団・地
域からなり、人間との相
互作用で変化する。
　人間が、基本的欲求を
充足しながら自己実現に
向けて生活している状態
　あらゆる健康レベルに
ある人間が、主体的に基
本的欲求充足に向けて生
活していくよう援助する
過程。
　人間が自己実現に向か
い、主体的に活動する過
程。
下　位概　念
基本的欲求
ライフサイクル
成長発達、人間存在
自己実現、相互作用
個人・家族・集団・地域
生活・機能・変化
基本的欲求・自己実現
生活、健康のレベル
健康に関するサービス
基本的欲求
自立への援助
個人・家族・集団・地域
看護過程、人間関係
活動、専門職業
看護の役割
自己実現に向かう過程
主体性、問題意識
学習方法、学習者
人間関係
だけではなく、学．習を発展ざせa鼠．方法を教え五ζ
とが重要である。卒業後伸び悩むといわれるのは、自
分で考える学習体験が乏しかったり、学習を発展させ
ていく方法が身についていないからではないだろうか。
　②について：看護は人間を統合的に観て、その人の
全体像をとらえることが必要である。
　③について：人間は個別的存在であり、生き方・考
え方がそれぞれ違う。相手の生命を尊重し、痛みの分
るような聴骨．’肴護媛頻鴛し〕・、
　　　　　　　　　　　　碕輪栂，・
3）卒業生の特性（教育目標）
①人間を尊重し、基本的欲求と成長発達の側面か
　　ら統合的に理解する。
②対象者の基本的欲求充足への看護を展開する。
③看護の援助関係を発展させるための基礎を学ぶ6
④社会における看護の役割を認識し、保健医療チ
　　ームの一員として協力する。
⑤学習を発展させる方法が分り、問題意識をもつ
　て、主体的に取り組む。
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3　カリキュラムデザインと必修科目および時間数
　1）カリキュラムデザインと必修科目
　カリキュラムは漸進的デザインとし、レベルが進む
に従い看護学の割合を多くした。（表2参照）
　　①基礎科目（看護学の学習の基礎となる一般科目）
　　　人間の基本的欲求と成長発達、及び学習の意義と
　　　方法に関する基礎的知識・技術を修得すると共
　　　に、豊かな人間形成を目指す。
　　②専門基礎科目（看護学の学習を支持する専門科
　　　目）
　　　看護学の学習に必要な、人間、健康と病気、保
　　　健医療と福祉に関する基礎的知識を修得し、専
　　　門職業人としての看護の役割を認識する。
　　③専門科目（看護学）
　　　人間の成長発達と健康レベルに応じた基本的欲
　　　求充足への看護を展開し、看護の概念と方法の
　　　基本を理解すると共に、人間や看護に関する価
　　　値観を養う。
2）各学年における必修科目と時間数
（表2）　各学年における必修科目と時間数
4　運用にあたって
　新カリキュラムは、総時間数が大巾に減少したが、
学生の資質は高いものを求められている。馳 高ﾁて、連
用にあたっては隣接科目の担当講師との連絡調整をし、
教育内容の精選と統合をはかり、．一効果的で学生に受け
入れやすく教授する工夫が重要一と聾また、学生は
主体的な自己学習が要求され、それに伴い教師の役割
も変化していく。これらをふまえ、次のような対処が
必要であろう。
　1）学生が主体的に学べるような環境づくりをする。
　　　①図書室の利用時間の延長と図書の充実をはか
　　　②視聴覚教材、実習教材、教室の整備をする。
　　　③学生に考えさせる実際的な学習経険を導入す
　　　　る。　（演習、校内実習、見学など）
　2）授業（講義、演習、実習）にあたり、教師は次
　　　のような役割を担う。
　　①知識の伝達だけでなく、学習の方法を教える。
　　②経験したことの意味・価値を考えさせる。
　　③基本となる用語、理論を教える一方、教授内容
　　　は事例を通して実際的・具体的に理解させる。
　　④興味がわき、分りやすい教授方法の工夫をする。
　　⑤学会、研修会などに参加し、専門性を深める。
基礎科目 専門基礎科目 専門科目 計
心理学　　　30医療概論　　　　30看護学総論　　45
教育学　　　30人体の形態・機能120基礎看護技術120
一 社会学　　　30 臨床検査学　　　30
人間関係論　　30 栄　養　学　　　30 対象別看護　2101215
人間科学　　30臨床薬理学　　　45実　習　　　135
年 情報科学　　30病　理学　　　　15
英　語　　　30 臨床医学　　　　60
保健体育　　60微生物学　　　　45
地域保健　　　　30
社会福祉　　　　30
英　語　　　　60 関係法規　　　　30 基礎看護技術　75
二 精神保健　　　　45 臨床看護総論　60
対象別看護　360975年 実　習　　　315
総合演習　　　30
三 英語　　　30 対象別看護　　75
実習　　　585810年 総合演習　　120
計 360 510 21303000
5　今後の課題
　①学校の教育組識と講義担
　　当者の検討。
②科目目標と内容の検：討、
　　及び教授案の作成。
③教材の検討と準備。
④旧カリキュラムから新選
　　リキュラムへの移行期間
　　の調整。
　御指導御協力頂いた皆様に
お礼を申し上げます。
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